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ガラス勾玉は弥生時代中期には佐賀県から
大阪府にかけて、弥生時代後期には大分県か
ら福井県にかけて分布している。勾玉鋳型も
中期から出土しており、ガラス勾玉の製造は
鋳造が主流であったと考えられる。鋳型は中
期には山口県から 点、後期になると、北九州1
と大阪で出土している。勾玉の鋳造方法には
合せ型による鋳造、型押し法、片面型鋳造法
がある。片面型鋳造法には、熔けたガラスを
鋳型に流し込む方法と、先に屑ガラスの鋳型
に入れ、鋳型後と加熱する方法がある。その
他に、後期には巻き技法による勾玉製作も行
われていた。現在出土している鋳型はどれも
片面型であったと考えられている。これは、
合せ型ならばあるはずの型合わせの印のある
ものはなく、 枚の鋳型に複数の勾玉型が掘ら1
れていることが多いことによる。出土してい
る勾玉は中期には孔が斜行しているものが多
いが、後期になると、その数はぐっと減少す
る。各勾玉がどの製法で作られたのか自分な
りに分析した結果、中期、後期を問わず片面
型によって作られたものが多いと思われた。
孔が斜行している勾玉はその全てが片面型で
鋳造されていた。故に、孔の斜行は片面型鋳
造法に特有の現象であると考えた。
勾玉鋳型（須玖五反田遺跡）
孔に斜行が起きる原因には、孔用材のため
の軸受けが存在しなかったか、孔用材に対し
て軸受けが大き過ぎたために孔が鋳型の底面
に対して斜めに差し込まれた可能性がある。
しかし、片面型で頭部と尾部で厚さに差があ
る勾玉を鋳造する場合には、垂直に差し込む
のではなく、孔用材を適切な角度に傾けなけ
れば、孔は斜行してしまう。孔の斜行は孔と
勾玉型底部の関係によって引き起こされるも
のである。片面型で孔の斜行がない勾玉を作
ることは、孔が斜行している勾玉を鋳造する
よりも困難な技術であったと考えられる。そ
れにもかかわらず、後期に入ると片面型は使
用され続けられるのに、孔が斜行している勾
玉の数が減少しているのはなぜか。須玖五反
田遺跡の勾玉鋳型の例から、底面の形にとら
われず、勾玉型の表面を水平にしての鋳造が
行われ始めたと考えた。
井戸から出土する土製馬と馬歯骨
～井戸祭祀に関して～
田村 渉
古代日本において、土製馬と呼ばれる土で
馬をかたどったものが出現した。この遺物は
さまざまな場所から発見されているが、水に
関連した遺跡からの発見が多いことから、水
霊信仰にまつわる遺物であるといわれている。
水に関連した遺跡のひとつに井戸があり、こ
こからも土製馬が出土している。また、井戸
からは馬の歯や骨も出土している。これもま
た水と関連した何らかの意味を持っているも
のである。井戸は古代の人々にとっては欠か
すことのできない存在であった。現代では考
えられないが、古代日本では水に対する、井
戸に対する信仰というものが存在していた。
論文では土製馬と馬歯骨の両者が井戸祭祀と
どのような関わりをもつのかを考えることを
目的としている。以下に各章ごとの流れを追
うこととする。
第 章では、論文の目的を簡単に述べる。1
第 章では、土製馬とはどのようなものであ2
るかを述べ、また土製馬に関して行なわれて
きたこれまでのさまざまな研究を順を追って
紹介していく。
第 章では、井戸が古代人の間でどのように3
認識されていたのか、また井戸に関する信仰
心とはいかなるものであったのかということ
を、井戸に関して行なわれてきた研究を中心
にして述べる。
第 章では、井戸から出土している土製馬を4
取り上げ、形状や共伴遺物などといった出土
状況の詳細を記述する。
第 章では、井戸から出土している馬歯骨に5
ついての研究を簡単に紹介し、出土例を数例
取り上げる。
第 章では、土製馬を用いた井戸祭祀とはど6
のような形で行なわれていたのか、またその
祈念目的とは何だったのかを考える。また馬
